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稜災地だより
. 2000年（平成12年l4月25日 火暉日 425! 

被災者自立支援金

賢

g
県
内
も

幽

あなたの声をお寄せください

被災者ネットワー2. . ii 

/ 

＼
 

"“̀-] 
神戸市中央区橘通3-3-6-2F
TEL/FAX (0 7 8 -3 7 1 -5 7 8 9) 

（平日午前中受付）
生活と健康を守る会
TEL/FAX (9 7 8 -5 1 1 -3 8 7 4) 

-7 -- - ．rゞ 一つ-◆.. “ベ

/'  J[18J璽有珠山搬災地支撮の芝めのカンバのお願い

¥
＂
|
 

阪
神
大
裳
災
の
被
災
者
に
支
給
さ
れ
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＞
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れ
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検
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（朝日）

自立支援金

畔期印和やり
.. ~ 
．ィ ヽ

これ以上人災による犠牲者を出さないために
強力な絆を避難所になった神戸の学校現場から全国へ

絆―......._→
第14号 2000 • 4 • 2 7 （臨峙特集号）

~ - - . --.,ー會~--=·-"- ・ 9· - - ― • - . . -•— `——--~••. ---------=--＝← ·•• •—•' `—•• →一

全敦神戸市敏職員組合「縛編集係J

神戸市中央区下山手遍

4 • 1 3 • 9中尾ビル3F
TEL-078-391-7508 
FAX-078-391-8549 
〒量込口座書号01170-7-29732

炉遺：道・有珠山噴火
彰紅；動にご協力を[9

被客

達均：心
· · .-_,.-.;~ 、念• '翌又裕翌‘;t

. ;·; ．貨達：ー：J •ぷ忍
• 9 ぷ'r.．咲］虞i緊

急

（伊達市37号線・路上より）

北海道有珠山周辺では、 3月31日に噴火が始まり、住民生活に被害が広がってい

ます。ちょうど年度始めでもあり、教育活動への多大な影響が心配されています。

次の口塵へお●いします。

鐸の呼びかけで、全教中央（長谷川）兵庫高教紐（大島）兵庫教組（池見）

各代表 3名は、 4月21日（金曜日）その現状をつかみ、現地の訴えを聞〈た

め道教俎書記長松永氏（他2名）の案内で被災地の小・中・高校・避雛所を訪

問しました。

心 ．．，．．，．
ノ．

• ，ィ・四ふ.-~.::,、 .. ‘`.，＇：•.,:'.•、 9 , 
ぶ好；••9: .̀t 

-..... 
.,・.... _,;. ·•.·· 
'. 

．． .．・ •. ・ •‘- -

·•.、 ．． ．． ．、．“ヘ・
---~-~-- ----

背後に噴煙迫る虻田高校
』

.t

i 北海道労金IL幌北支店（店番 16)
口座番号9821946

道教組有珠山嘩火救援代表
~̀. 會，-ミヽ

苦山俊六 ノ
）
 
，
 

,~ 
↑
 と

長期化が予想される被災地支援のための募金等救援活動に積極的に参

加されますよう呼びかけます。（カンパ振込口座p8に掲載）
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（その 1)豊浦小学校訪問
— • ,— 

私たちが訪問した豊濾小学校は、いずれも立ち入り禁止区域になった虻田町の

洞筆湖温泉小学校、虻田小学校の児童を受け入れ、やっと学校が再開し、入学式

が行われ新たなスタートを切った時でした。 （虻田町のこの2つの学校は、豊濾

小学校と長万摯小学校に分かれての学校再開になりました。）

豊浦小学校に入るとまず、 2つの小

学校の友達を迎える歓迎の言葉がい

ろんな所に書かれて「一緒にがんば

ろう」という思いが伝わってきます。

（その 2) 豊浦中学校訪問

洞爺湖温泉小の教頭先生のお話では、

「各学年2つの学校の児童合同で1クラ

スずつ、担任はどちらかの学校の教師

が1人、児童数は流動的だが、 1クラス

30人～45人以上でスタートした。丁度

年度始めなので、子ども達には 2つの

どちらかの学校の先生としてではなく、

新いヽ教室の先生として紹介したため、

混乱なくスタートできた。

担任を持たないフリーな教師が7人、

各避雛所などを回って子どもの状況

を親から直接聞く体制を取っている。

3つの小学校の教職員が同じ屋根の下

で仕事をするので、お互いに支えあ

って子ども達に一番いい方法を考え

取組んでいきたい。」

（合同職員室で懇議）

「教師自身被災し、避雛所から通

っている教師が半数以上おり、学校

がやっと始まり、今までの緊張感が

ちょっと緩んで疲れがどっと出てく

るのではと心配している」

ということでした。

そう語る教頭先生ご自身被災し、

他の教職員の人たちとともに避葬所

から通勤している事、ご家族は伊達

市の実家に疎開しているという事で・

した。

（スクールバスで集団下校の準備）
（清掃を引き受ける豊濾小の子ども達）

次に訪問した豊浦中学校では、立

ち入り禁止区域になった虻田中学校

と洞筆湖温泉中学校の生徒を受け入

れ再開したところでした。

洞爺湖温泉中学校の教頭先生と

懇談しました。

旱亀に値霞校舎

「1学級の生徒数が全学年50人を超

えている。今は1教室に詰め込んで授

業をしている。 2クラス分まで増やす

見通しはあるが、 3クラスは無理な

ので、できれば仮設校舎を作る方向

での検討を頴っている。」

ス，，ーIU{X噴精書

「下校のスクールバスは、小中同じ

時間帯で、午後2時過ぎに1回しか用
意されていない。中学校の部活が始

まると下校時刻が遅〈なり、この体

制では間に合わない。パスの台数を

増やし時間差の帰宅を可能にしてほ

しい。」

・ク
，..

 ~·~,`~ 

（スクールバスで下校）

修 C
叡青活動が行える宣盪書

（受け入れ校の生徒・元気にポーズ）

「そろそろ修学旅行を迎える季節であ

るが、疎開先での修学旅行に行くの

か、虻田に戻ってから行（のか、判

断次第ではどちらも行く事になっ

たり、どちらも行けない場合もある。

費用が絡むが、生徒たちにとって

待ち望んでいるものだけに各家庭の

判断だけでよいのか親からの声に

どう答えたらよいか困っている。」

載 加

「中学校は教科担任で、小学校のよう

に巡回できる教師のゆとりがない。

学校に戻っていない生徒には、元担

任が往復葉書で生徒とやりとりをし

て消息をつかみ、学校が再開した時

には戻ってほしい思いを伝えている。

連絡できる教師のゆとりがほしい。」

という事でした。

コ 3
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（その 3)

•ふー（菖真宣の輝）

虻田高校訪問

丁度訪問した時は、虻田高校

全教職員は、職員室がある豊浦高校

から5キロ程離れた施設で新1年生
9 1名の入学式を終え、ほっとされ

たところでした。

学校が立ち入り禁止区域になった

虻田高校は、豊濾高校の一郎と 2つ

の公共施設の 3ヵ所に分かれて授業

を再関しました。

（＊鬱から5＊口訳濯mた零）

24日から子どもを使って机・椅子の移動をし、入学式を行った体育館を4教室

に間仕切りして、和室2部屋を使っての授業準備をする予定です。各学年離れた

地域に分散しているので通学手段の確保、指導体制などが大変な状況でした。仮

設校舎完成の 5月頃まで教科担任を固定するなど、できる範囲の授業体制をとる

そうです。

し-マ. -っ； べ ．9r·, で←ーー•ー・~-

臼iiぐ ご逼五；”が．ふら；．．“t-
噌忍t.• ~,.. 

言宕
土｀—

:-'：な，
一介ン1-代）

虎：ぢ‘X巧"•.':"・てtfで宜：9，．ャ ・汽

噂’’'-.

•一妥町i言’伝「すゞ羞白ゴ←・よぶさ‘{も."子＂ か

らな,';鼻？？ヽ9.t]S．と，ャ-44 ‘ l 午＇土-←—こ-:五-こ’攻名；
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艤殷闘などを伐めて醒
道教組は 4 月 248、 21 日に行った豊浦小•中学校訪問の結果を踏まえ、豊

浦如直：匝ト・中、洞爺湖温泉小•中）にかかわって、道教委に以下の点を

改めて要望しました。

◎中学校の学級分割教室罹保と教員増

頃在1年～50名、 2年～58名、 3年～54名）

◎街匿・膨藍•壮瞥•室繭などに転校している子どもや親を靡青するための

教員増（特に中学校）

◎中学株渾校舎問題

◎ スクールバスの増便～部活を行う子どものために逗い便も

c他の学校口遥している子の惨学旅行の問題～二璽に行く子への経費屈息

この要望に活し、道教委は、定数培については、子どもの数が謹定しない問題

などがあり、いまだはっきりしていないが、文部省とも協議しており、できるだ

け早く加配できるよう努力したい。中学校仮校舎の問題、スクールバスの増便に

ついては、町教委とも十分協議していきたい。との考え方を示しました。
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渡島の教師ら企画

各学校訪問に際し、震災時のお礼を述べ、「学校防災」「被災地便り」など骨料を渡しま

した。避難所になった地域の体育館では、 500人程の避粒者が畳は敷かれていましたが、

衝立もない所で不自由な生活を余儀な〈されていました。

訪問後、道教組の事務所で道教姐若山委員長、関係者と懇談しました。神戸の震災時の規

模とは違うが、これからいつ始まるかわからない噴火に備え、長期のきめ細かい対策の必

要を感じました。私たちもできるだけ現地の要請に応えられるようにしたい旨を伝えまし

た。
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被災5周年〔震災復興いまだ終わらず〕

阪神・淡路大震災救援復興兵庫県民会議

復興県民会議の呼びかけに応え、兵庫教組からも代表1名が、県内諸団体

代表者 33名とともに、国会要請団に加わり、行動に参加しました。次にその報告

をします。

兵庫県要請団 33名と中央震対連8代表は、 29日早朝、新幹線で上京、各グループ

に分かれて次のような要請行動を行いました。

①

②

③

④

⑤

 

「審議官・防災局長・国土庁長官」要請

「金融監督庁」要請

「兵庫県選出議員」要請

「衆議院災害対策特別委員」

「参議院災害対策特別委員」

要請

要請

2000年3月29日

各グループに分かれた要請団は、それぞれの議員関係者に、 5年目を迎えてなお苦

しむ被災者の実情と切実な声を届けました。

復興住宅に

した後の孤

が増えてい

その上様々な貸

付制度期限が 4

月末で終わろう

としており何璽

にも苦しんでい
る．．

（事前集会）

兵庫教組代表は、保護者の生活が深刻

になり、子ども達の生活環境がますます

悪化している現状から様々な支援策の

継続と新たな公的支援を訴えました。

要請を受けた兵庫県一区選出の各議員

は、秘書の対応が多い中で、直接対応し

熱心に聞き入る議員もありました。

関係者に渡した資料 （要請書）

要
請
書

一
九
九
五
年
一
月
十
七
日
未
明
、
一
瞬
に
し
て
ま
ち
も
碁
ら
し
も
破
壌
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
兵
庫
県
南
部
地
震
）
発
生

か
ら
五
年
ニ
ヵ
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

大
震
災
発
生
か
ら
五
年
を
ー
つ
の
区
切
り
と
し
て
、
兵
庫
県
は
「
検
証
会
議
」
を
、
神
戸
市
は
「
総
括
・
検
証
研
究
会
」
と

し
て
、
行
政
の
立
場
か
ら
の
「
検
証
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
被
災
者
の
生
活
再
定
と
公
的
支
援
実
現
を
求
め
て
運
動
を
進
め
て
き
た
私
た
ち
「
阪
神
・
淡
路
大
霞
災
救
援
・
復

輿
兵
庫
県
民
会
議
J

と
「
兵
犀
県
震
災
研
究
セ
ン
タ
ー
」
は
、
他
団
体
に
も
呼
び
か
け
て
大
震
災
五
年
を
被
災
者
の
立
場
か

ら
「
検
証
運
動
」
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
が
お
こ
な
っ
た
「
検
証
運
動
」
は
、
被
災
者
の
生
活
再
建
と
、
被
災
地
の
復
真
に
取
り
俎
ん
で
こ
ら
れ
た
浅
野
弥

三
ー
（
都
市
計
ゑ
家
）
池
田
清
（
北
九
州
大
学
法
学
部
教
授
）
北
野
正
一
（
神
戸
高
科
大
学
教
授
）
塩
崎
賢
明
（
神
戸
大
学

工
学
部
飲
授
）
中
谷
武
（
神
戸
大
学
経
済
学
部
教
授
）
浜
岡
政
好
（
仏
救
大
学
社
会
学
糾
紋
授
）
山
内
康
雄
（
弁
護
士
）
な

ど
、
各
界
で
活
躇
中
の
三

0
数
名
の
方
々
と
、
兵
庫
県
社
会
保
樟
稚
進
協
議
会
や
様
々
な
団
体
、
各
地
の
復
興
市
民
・
区
民

会
議
な
ど
が
共
同
し
て
取
り
維
ん
で
き
た
も
の
で
す
。

あ
の
日
か
ら
五
年
．
被
災
者
の
暮
ら
し
再
建
、
被
災
地
の
再
生
に
向
け
た
苦
閾
が
続
き
．
い
ま
な
お
、
再
建
、
再
生
へ
大

変
困
難
な
、
厳
し
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
間
の
国
と
自
治
体
の
復
旧
・
復
興
施
策
の
総
点
検
、
そ
し
て
都
市
計
函
と
ま
ち
づ
く
り
、
仮
設
住
宅
、
復
真
公
営
住

宅
、
二
重
ロ
ー
ン
、
商
店
街
、
大
企
素
、
雇
用
、
中
小
企
業
、
震
災
廃
棄
物
問
題
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
を
検
証
し
た
緒

果
は
、
大
震
災
は
い
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
被
災
地
の
現
状
で
あ
り
、
生
活
へ
の
不
安
を
解
消
し
、
自
立
へ
の

障
害
を
取
り
除
（
支
援
が
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

具
体
的
な
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
五
項
目
の
「
震
災
五
年
を
経
て
の
新
提
言
」
と
し
て
と
り
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。

本

a持
参
い
た
し
ま
し
た
も
の
は
、
私
た
ち
が
行
っ
た
「
検
証
運
動
」
の
各
種
謁
査
結
果
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
あ
り
、

四
月
中
旬
に
は
全
体
を
約
四

0
0
ペ
ー
ジ
の
臀
子
と
し
て
発
行
し
、
広
く
全
国
の
皆
さ
ん
に
も
養
及
を
図
っ
て
行
（
予
定
に

し
て
お
り
ま
す
。

長
期
不
況
に
加
え
て
膨
大
な
借
金
財
政
、
難
題
山
積
の
国
政
の
舵
駅
り
と
し
て
、
大
変
ご
多
忙
な
甚
日
と
は
存
じ
ま
す
が
、

持
参
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
資
料
を
是
非
ご
一
誂
頂
き
、
現
状
へ
の
ご
理
解
と
、
被
災
者
の
生
活
再
建
、
そ
し
て
被
災
地
の
再

生
に
格
段
の
ご
支
援
を
心
か
ら
お
顧
い
申
し
上
げ
ま
す
。

加
え
ま
し
て
、
大
文
災
発
生
か
ら
五
年
余
り
、
被
災
地
の
現
状
視
察
と
、
苦
闘
が
続
く
各
分
野
の
被
災
者
と
の
懇
援
の
湯

を

設

け

て

頂

き

ま

す

よ

う

お

願

い

を

申

し

上

げ

る

も

の

で

す

。

以

上

二
0
0
0年
三
月
二
九
日
阪
神
・
淡
路
大
笈
災
救
援
・
復
興
兵
屈
県
民
会
議

代
表
委
員
合
志
至
誠

菊
本
義
治

前

田

修

（
兵
庫
県
保
険
医
協
会
名
誉
理
事
長
）

（
県
立
神
戸
商
科
大
学
教
授
）

（
弁
護
士
・
神
戸
合
同
法
律
事
務
所
所
長
）

ー

（報告集会）

神戸市は 3月末で生活再建本部が廃

止する等、ますます震災の風化が進む中、

今回の要請行動は「震災いまだ終わら

ず」という被災者の声を直接届ける貴重

な機会となりました。

また大地震から 5年が経過してのこ

のような要請行動は、今後、有珠山の被

災地をはじめ、起こりうる災害への公的

支援のあり方を改めて問い直すものと

して、広く国民に実情を訴え、運動を継

続していく必要を感じました。

・ム）
内
＇


